
内
閣
衆
質
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五
五
第
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三
号

平
成
十
五
年
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
楢
崎
欣
弥
君
提
出
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
、
そ
の
他
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
等
不
祥
事

に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
二
月
七
日
受
領

答

弁

第

三

三

号



衆
議
院
議
員
楢
崎
欣
弥
君
提
出
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
、
そ
の
他
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
等
不

祥
事
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

「
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
確
保
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
日
付
け
五
二
資
庁
第
二
三
一

一
号
通
商
産
業
大
臣
通
達
。
以
下
「
通
達
」
と
い
う
。
）
は
、
原
子
力
発
電
所
を
設
置
す
る
各
事
業
者
に
対
し
て
、
法
律
に

基
づ
く
報
告
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
運
転
上
そ
の
他
原
子
力
発
電
所
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
係
る
軽
微

な
故
障
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

内
閣
衆
質
一
五
五
第
三
号
）
別
表
一
に
お
い
て
、
通
達
に
基
づ
く
報
告
要
請
に
違
反
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
事
案

に
お
け
る
シ
ュ
ラ
ウ
ド
の
ひ
び
割
れ
等
の
発
見
は
、
い
ず
れ
も
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
。
以
下

「
電
事
法
」
と
い
う
。
）
第
百
六
条
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業

省
令
第
七
十
七
号
）
第
二
十
四
条
等
の
法
令
に
基
づ
き
報
告
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
に
は
該
当
し
て
い
な
い
た
め
、
当
該

発
見
を
国
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
等
は
こ
れ
ら
の
法
令
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
ひ
び
割
れ

等
は
、
通
達
で
報
告
を
要
請
し
て
い
る
運
転
上
そ
の
他
原
子
力
発
電
所
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
に
係
る
軽
微
な
故
障
に
該

一



当
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
答
弁
書
別
表
一
に
お
い
て
、
通
達
に
基
づ
く
報
告
要
請
に
違
反
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
旨
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

電
事
法
第
百
十
五
条
か
ら
第
百
二
十
三
条
ま
で
の
規
定
又
は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
六
条
の
二
か
ら
第
八
十
三

条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
罰
則
が
適
用
さ
れ
た
原
子
炉
等
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
る
施
設
、事
案
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
個
別
の
原
子
炉
の
使
用
さ
れ
る
年
数
に
つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
、
原
子
炉
の
使
用
さ
れ

る
年
数
は
、
そ
の
構
造
、
材
質
、
使
用
条
件
、
使
用
環
境
、
保
全
策
、
技
術
の
進
展
度
合
い
等
に
よ
り
変
わ
り
得
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
個
別
の
原
子
炉
の
使
用
さ
れ
る
年
数
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
を
設
置
す
る
各
事
業
者
が
、
電
力
の
需

要
の
状
況
や
運
転
に
係
る
費
用
等
を
勘
案
し
て
、
原
子
炉
ご
と
に
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
承
知

し
て
い
な
い
。

二



な
お
、
個
別
の
原
子
炉
が
使
用
可
能
な
状
態
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
電
事
法
第
五
十
四
条
に
基
づ
き
経
済
産
業
大

臣
が
行
う
定
期
検
査
等
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

一
般
に
、
事
業
者
が
自
主
保
安
体
制
や
点
検
方
法
等
に
つ
い
て
様
々
な
努
力
や
工
夫
を
行
う
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
結
果
安
全
水
準
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
定
期
検
査
期
間
の
短
縮
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
安
全
性
の
確
保
を

損
な
う
結
果
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

放
射
線
管
理
手
帳
制
度
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
の
被
ば
く
線
量
等
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、
財
団
法
人
放
射
線
影
響

協
会
と
放
射
線
管
理
手
帳
発
効
機
関
及
び
当
該
制
度
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者
（
以
下
「
参
加
事
業
者
」
と
い
う
。
）
と
の

間
で
、
契
約
に
基
づ
き
自
主
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
放
射
線
管
理
手
帳
の
取
扱
い
、
記
入
等
の
事
務
手
続
に
関
し
て
は
、
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
が
作
成
し
た

「
放
射
線
管
理
手
帳
運
用
要
領
（
事
業
者
用
）
」
及
び
「
放
射
線
管
理
手
帳
記
入
要
領
（
事
業
者
用
）
」
（
以
下
「
運
用
・

三



記
入
要
領
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
放
射
線
管
理
手
帳
の
保
管
は
原
則
と
し
て
参
加
事
業
者
が
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
は
、
自
己
の
被
ば
く
線
量
等
に
つ
い
て
参
加
事
業
者
等
に
申
し
出
て
照
会
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
�
並
び
に
�
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

運
用
・
記
入
要
領
に
お
い
て
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
を
雇
用
し
て
い
る
参
加
事
業
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
が
退

職
等
で
離
職
す
る
場
合
に
は
、
本
人
に
放
射
線
管
理
手
帳
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
放
射
線
業
務
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
及
び
電
離
放
射
線
障
害
防

止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
に
よ
り
、
個
々
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
き
被
ば
く
限
度
を
超
え
な

い
こ
と
が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
遵
守
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
御
指
摘
の
健
康
管
理
手
帳
に
よ

る
離
職
後
の
健
康
管
理
が
必
要
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
に
規
定
す
る
被
ば
く
限
度
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
審
議
会
が
平
成
十
年
六
月
に
行
っ

た
意
見
具
申
に
お
い
て
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
千
九
百
九
十
年
勧
告
の
内
容
を
関
係
法
令
等
に
取
り

四



入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
規
則
の
改
正
案
要
綱
を
平
成
十
一
年
八
月
に
同
審
議
会
に
、
平
成
十
二
年

二
月
に
中
央
労
働
基
準
審
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
諮
問
し
、
両
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
経
た
上
で
平
成
十
三
年
三
月
に
改
正
し
、

同
年
四
月
か
ら
施
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
十
分
に
安
全
上
の
根
拠
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
五
年
に
労
働
基
準
監
督
署
が
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て
監
督
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
。ま

た
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
随
時
、
原
子
力
発
電
所
等
に
対
し
て
監
督
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
、
管
理
区
域
等
の
作
業
場
の
状
況
を

確
認
す
る
ほ
か
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
の
被
ば
く
線
量
及
び
管
理
区
域
内
の
放
射
線
量
の
測
定
、
健
康
診
断
及
び
安
全
衛

生
教
育
の
実
施
状
況
の
調
査
等
を
行
い
、
当
該
監
督
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

二
の
�
の
（
�
）
に
つ
い
て

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
条
）
第
一
条
に
規
定
す
る
被
爆
者
に
対
す

る
健
康
診
断
は
、
原
子
爆
弾
の
投
下
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
放
射
能
に
起
因
す
る
健
康
被
害
が
他
の
戦
争
被
害
と
は
異
な
る

五



特
殊
な
被
害
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

の
適
用
を
受
け
る
放
射
線
業
務
従
事
者
と
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

二
の
�
の
（
�
）
に
つ
い
て

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
基
づ
く
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
調
査
及
び
検

討
を
行
い
、
業
務
と
疾
病
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
、
当
該
疾
病
が
業
務
上
の
事
由
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、
保
険
給
付
の
支
給
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
に
つ
い
て
健
康
診
断
で
異
常
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
保
険
給
付
の
支
給
を
決
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
電
離
放
射
線
に
係
る
疾
病
の
業
務
上
外
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
八
日
付
け
基
発

第
八
百
十
号
労
働
基
準
局
長
通
達
。
以
下
「
認
定
基
準
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
が
電
離
放
射

線
に
起
因
し
て
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
る
疾
病
の
種
類
及
び
当
該
疾
病
の
う
ち
、
急
性
放
射
線
症
、
急
性
放
射
線
皮
膚
障
害
、

慢
性
放
射
線
皮
膚
障
害
、
放
射
線
造
血
器
障
害
、
白
血
病
及
び
白
内
障
に
つ
い
て
、
業
務
上
の
事
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
具
体
的
基
準
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
疾
病
の
種
類
及
び
基
準
に
つ
い
て
は
、
医

六



学
専
門
家
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
新
し
い
医
学
的
知
見
が
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
を
改
正

す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
認
定
基
準
に
お
い
て
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
等
が
電
離
放
射
線
に
起
因
し
て
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
る
疾
病
と

し
て
甲
状
腺
が
ん
を
定
め
て
お
り
、
ま
た
、
急
性
放
射
線
症
及
び
放
射
線
造
血
器
障
害
に
つ
い
て
は
、
白
血
球
の
減
少
等
が

基
準
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

原
子
炉
等
規
制
法
の
規
制
対
象
と
な
る
施
設
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
の
死
亡
に
関
し
て
、
労
働
者
災
害
補
償

保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
を
支
給
す
る
に
当
た
り
、
放
射
線
に
係
る
疾
病
を
認
定
し
た
事
例
は
、
先
の
答
弁
書
三
に

つ
い
て
で
明
ら
か
に
し
た
原
子
力
発
電
施
設
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
の
死
亡
に
関
す
る
三
件
の
ほ
か
に
、
原
子

力
発
電
施
設
以
外
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
の
死
亡
に
関
す
る
二
件
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、
硝
酸
ウ
ラ

ニ
ル
溶
液
の
製
造
に
従
事
し
、
臨
界
事
故
に
よ
り
被
ば
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付

の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
の
、
放
射
線
に
係
る
疾
病
と
は
認
定
し
な
か
っ
た
事
例
は
、
現
在
ま
で
に
二
件
あ
り
、
こ
れ
ら
の
労

七



働
者
が
主
と
し
て
行
っ
て
い
た
作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
制
御
棒
駆
動
装
置
等
の
点
検
及
び
補
修
の
作
業
並
び
に
ク
レ
ー
ン
等
の

運
転
の
作
業
で
あ
る
。

な
お
、
同
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の
請
求
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
の
作
業
に
従
事
し

て
い
た
労
働
者
で
あ
っ
て
被
ば
く
が
原
因
で
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
三
に
つ
い
て
で
、
「
当
該
従
業
員
の
氏
名
、
死
亡
時
の
年
齢
及
び
住
所
に
つ
い
て
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報

で
あ
る
た
め
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
」
と
お
答
え
し
た
の
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
た
め
で
あ
り
、
お
答
え

し
た
事
例
を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
で
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
原
発
関
連
二
法
の
改
正
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
自
主
点
検
作
業
に
係
る
不
正
な
記
載
等
、
こ
れ

ま
で
の
原
子
力
の
安
全
確
保
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
電
気
事
業
法
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
第
百
五
十
五
回
臨
時
国
会
に
提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
当
該
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一
部
改
正
法
の
施
行
を
確
実
か
つ
速
や
か
に
実
施
す
る
等
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
に
よ
り
原
子
力
の
安
全
確
保
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
原
発
被
ば
く
労
働
者
の
安
全
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
そ
の
他
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、

原
子
力
発
電
所
で
働
く
労
働
者
の
安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
先
の
答
弁
書
は
質
問
に
対
し
て
可
能
な
限
り
の
回
答
を
行
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
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